
うるおいと活力にあふれる田園都市なかのしま
ふ る さ と
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　今年は初雪が例年にまして早く、秋を通り越して冬になってしまったようです。そのような中、町民文化センター
では、「マナビィジュニアコーラス」のみなさんが寒さに負けず、町中のみなさんにかわいらしい歌声のクリスマス
を届けようと、毎週猛練習を重ねています。
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�

２００２． 　　 月号

�  １２，９０１人　（＋２１）
� 　６，３３２人　（＋５）　 � 　６，５６９人（＋１６）
� 　３，１０４世帯（±０）

総人口

男 女

世帯数

●固定資産税（第３期）
●国民健康保険税（第８期）
●介護保険料（１号被保険者・普通納付分・第８期）

http://www.town.
nakanoshima.niigata.jp

人口と世帯数　１１月末日現在の「住民基本台帳」より（前月比） 今月の納税など（納付には便利な口座振替のご利用を） ホームページアドレス�
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暮らしのカレンダー

記号の説明　�とき　�ところ　�対象者
　　　　　　�詳しい情報が載っているページ
　　　　　　�休日在宅当番医（ ）

行　　　事　　　な　　　ど月 日行　　　事　　　な　　　ど月 日

�内科医：星野医院（�６２－０９９８）
�外科医：貝瀬皮膚科（�６６－８１００）
町図書館休館日 元日

１
日
�

平　
　
　

成　
　
　
　
　
　
　

年　
　
　

１　
　
　

月

１５

プラハ少年少女合唱団クリスマスコンサート�午後７時～�町民文化セ
ンター�１１月号１４ページ

　

日
�

１２

　
　
　
　
　
　
　
　

月

１２

�内科医：山喜医院（�６２－０６４６）
�外科医：見附南医院（�６３－４４７７）
町図書館休館日

２
日
�

資源ごみの収集�午前８時まで�中通・中野地区
　

日
�

１３

�内科医：山谷クリニック（�６１－１３８８）
�外科医：金井医院（�６２－０１１６）
町図書館休館日

３
日
�

　

日
�

１４

町図書館休館日４
日
�

�内科医：はしもと小児科（�６１－２４００）
�外科医：星整形外科医院（�６６－８８０８）
アニメ映画上映会�午後２時～�町民文化センター

　

日
�

１５

�内科医：見附市立病院（�６２－２８００）
�外科医：見附市立病院（�６２－２８００）
消防出初め式�午前９時１５分～�町農村環境改善センター

５
日
�

町図書館休館日
定例議会（本会議）�午前１０時～�議場�１２ページ

　

日
�

１６

官庁仕事始め
町図書館休館日

６
日
�

定例議会（委員会）�１２ページ
フッ素塗布�午後１時～�町農村環境改善センター�１３ページ

　

日
�

１７

７
日
�

定例議会（委員会）�１２ページ
母親学級�午前９時～�町農村環境改善センター�平成１５年１月～６月
分べん予定�１３ページ

　

日
�

１８

８
日
�

　

日
�

１９

４カ月児健診�午後１時３０分～�町農村環境改善センター�平成１４年８
月・９月生まれ�１３ページ

９
日
�

資源ごみの収集�午前８時まで�中条・信条・西所・三沼地区、真弓・
野口　母子手帳発行・育児サークル�午前９時３０分～�町農村環境改善
センター�１３ページ　定例議会（本会議）�午前１０時～�議場�１２ページ

　

日
�

２０

　

日
�

１０おはなしひろば�午後２時～�町民文化センター
　

日
�

２１

　

日
�

１１�内科医：村上医院（�６３－４６００）
�外科医：寺師医院（�６２－０１３７）

　

日
�

２２

�内科医：杏仁堂医院（�６２－０１２３）
�外科医：星整形外科医院（�６６－８８０８）

　

日
�

１２�内科医：内島医院（�６６－２４４６）
�外科医：わたなべ皮膚科（�６２－７７５０）
町図書館休館日 天皇誕生日

　

日
�

２３

�内科医：霜鳥医院（�６２－０５７９）
�外科医：寺師医院（�６２－０１３７）
町図書館休館日 成人の日

　

日
�

１３
　

日
�

２４

　

日
�

１４
　

日
�

２５

　

日
�

１５
　

日
�

２６

　

日
�

１６官庁仕事納め
　

日
�

２７

母子手帳発行・育児サークル�午前９時３０分～�町農村環境改善センタ
ー�１３ページ

　

日
�

１７町図書館休館日
　

日
�

２８

　

日
�

１８�内科医：田�医院（�６２－１１２２）
�外科医：石澤医院（�６２－２５００）
町図書館休館日

　

日
�

２９

�内科医：関谷医院（�６１－０２０５）　�外科医：わたなべ皮膚科（�６２－
７７５０）　町職員（平成１５年度採用）上級試験�午前１０時～�町民文化セン
ター�１１月号３ページ

　

日
�

１９町図書館休館日
　

日
�

３０

町図書館休館日
　

日
�

２０町図書館休館日
　

日
�

３１

　

表
紙
で
登
場
さ
れ
ま
し

た
「
マ
ナ
ビ
ィ
ジ
ュ
ニ
ア

コ
ー
ラ
ス
」
の
み
な
さ
ん

は
、
十
二
月
十
二
日
�
開

催
の
「
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
」
に
出

演
さ
れ
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
今
月
号
の
発
行

日
と
重
な
っ
た
た
め
、
本
番
当
日
の
写
真

を
表
紙
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
新
年
号
で
掲
載
す
る
こ
と
に
な
る
も

の
と
思
い
ま
す
が
、
一
月
遅
れ
て
し
ま
い

ま
す
の
で
、
と
て
も
残
念
で
す
。

１２月１５日�
　�内 ： はしもと小児科 （�６１－２４００）
　�外 ： 星整形外科医院 （�６６－８８０８）
１２月２２日�
　�内 ： 村 上 医 院 （�６３－４６００）
　�外 ： 寺 師 医 院 （�６２－０１３７）
１２月２３日�
　�内 ： 内 島 医 院 （�６６－２４４６）
　�外 ： わたなべ皮膚科 （�６２－７７５０）
１２月２９日�
　�内 ： 田 � 医 院 （�６２－１１２２）
　�外 ： 石 澤 医 院 （�６２－２５００）

１月１日�
　�内 ： 星 野 医 院 （�６２－０９９８）
　�外 ： 貝瀬皮膚科 （�６６－８１００）
１月２日�
　�内 ： 山 喜 医 院 （�６２－０６４６）
　�外 ： 見附南医院 （�６３－４４７７）
１月３日�
　�内 ： 山谷クリニック （�６１－１３８８）
　�外 ： 金 井 医 院 （�６２－０１１６）
１月５日�
　�内 ： 見附市立病院 （�６２－２８００）
　�外 ： 見附市立病院 （�６２－２８００）

１月１２日�
　�内 ： 杏仁堂医院 （�６２－０１２３）
　�外 ： 星整形外科医院 （�６６－８８０８）
１月１３日�
　�内 ： 霜 鳥 医 院 （�６２－０５７９）
　�外 ： 寺 師 医 院 （�６２－０１３７）
１月１９日�
　�内 ： 関 谷 医 院 （�６１－０２０５）
　�外 ： わたなべ皮膚科 （�６２－７７５０）
１月２６日�
　�内 ： 石 川 医 院 （�６６－２１４０）
　�外 ： 石 澤 医 院 （�６２－２５００）

編後
集記

休日在宅当番医のお知らせ　■内 ：内科医　■外 ：外科医

こ
の
広
報
紙
は
環
境
保
護
の
た
め
古
紙
配
合
率　

％
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

１００



広報なかのしま ２００２．１２月号 �

市
町
村
合
併

シ
リ
ー
ズ

８

や
か
な
一
体
性
の
確
保
に
努
め

ま
す
。

○
住
民
福
祉
向
上
の
原
則

　

住
民
サ
ー
ビ
ス
及
び
住
民
福

祉
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

○
負
担
公
平
の
原
則

　

負
担
公
平
の
原
則
に
立
ち
、

行
政
格
差
を
生
じ
な
い
よ
う
に

努
め
ま
す
。

○
健
全
な
財
政
運
営
の
原
則

　

新
市
に
お
い
て
健
全
な
財
政

運
営
に
努
め
ま
す
。

○
行
政
改
革
推
進
の
原
則

　

行
政
改
革
の
観
点
か
ら
、
事

務
事
業
の
見
直
し
に
努
め
ま
す
。

○
適
正
規
模
準
拠
の
原
則

　

自
治
体
（
新
市
）
の
規
模
に

見
合
っ
た
事
務
事
業
の
見
直
し

に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
次
の
①
〜
⑦
の
ど
の
方

向
性
に
基
づ
い
て
調
整
す
る
の
か

も
、
合
わ
せ
て
検
討
し
ま
し
た

（
結
果
は
上
の
グ
ラ
フ
参
照
。）。

①
全
市
一
律
基
準
に
よ
る
調
整

　

負
担
の
公
平
や
住
民
の
一
体

感
確
保
の
必
要
性
が
あ
る
も
の

②
地
域
特
性
を
考
慮
し
て
調
整

　

全
市
一
律
基
準
で
は
な
く
、

地
域
性
を
考
慮
す
る
必
要
性
が

あ
る
も
の

③
関
係
機
関
と
の
協
議
が
必
要

　

一
部
事
務
組
合
な
ど
、
他
団

体
と
の
協
議
が
必
要
な
も
の

④
合
併
市
の
建
設
計
画
な
ど
で
調

整
　

お
も
に
建
設
事
業
な
ど
で
新

市
建
設
計
画
で
検
討
す
べ
き
も

の
⑤
合
併
後
速
や
か
に
調
整

　

合
併
前
に
制
度
調
整
す
る
こ

と
が
難
し
い
も
の

⑥
調
整
不
要

　

同
一
制
度
や
単
に
数
値
の
み

の
も
の

⑦
そ
の
他

　

特
別
な
調
整
が
必
要
な
も
の

　

な
お
、
行
政
制
度
の
調
整
は
、

今
後
設
置
さ
れ
る
予
定
の
「
合
併

協
議
会
」
に
お
い
て
本
格
的
に
議

論
さ
れ
る
も
の
で
、
研
究
会
の
結

果
が
決
定
事
項
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

行
政
制
度
、

行
政
制
度
、
住
民
負
担
の

住
民
負
担
の

水
準
の
調
整
方
針

水
準
の
調
整
方
針

　

研
究
会
で
は
、
各
分
科
会
に
お

い
て
行
政
制
度
の
調
整
と
財
政
シ

ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
分
析
）
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
を
受
け
て
、
今
後
の

合
併
協
議
で
は
、
次
の
方
針
に
基

づ
い
て
行
政
制
度
な
ど
を
調
整
し

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

行行
政
制
度
水
準
の

政
制
度
水
準
の

調
整
方
針

調
整
方
針

　
「
長
岡
地
域
市
町
村
合
併
研
究

会
（
以
下
「
研
究
会
」
と
し
ま

す
。）」
で
は
、
長
岡
地
域
８
市
町

村
が
合
併
し
た
場
合
の
さ
ま
ざ
ま

な
行
政
制
度
や
事
務
事
業
の
違
い

を
ど
の
よ
う
に
調
整
し
て
い
く
か
、

　

の
分
科
会
で
検
討
し
ま
し
た
。

３２
　

歴
史
的
経
緯
や
地
域
特
性
か
ら

生
じ
る
行
政
制
度
な
ど
の
違
い
を

調
整
す
る
の
は
困
難
を
伴
い
ま
す

が
、
そ
の
調
整
に
あ
た
っ
て
は
、

お
お
む
ね
次
の
基
本
原
則
に
基
づ

い
て
調
整
方
向
を
検
討
し
ま
し
た
。

◆
行
政
制
度
調
整
の
基
本
原
則

○
一
体
性
確
保
の
原
則

　

新
市
に
移
行
す
る
際
、
住
民

生
活
に
支
障
の
な
い
よ
う
、
速

　
「
広
報
な
か
の
し
ま　

月
号
」
に
お
い
て
、　

月　

日
�
に
開
催
さ
れ
た
「
第
６
回
長
岡
地
域
市
町

１１

１０

２５

村
合
併
研
究
会
首
長
会
議
」
の
場
で
、
一
年
間
に
わ
た
っ
て
長
岡
地
域
の
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
、

調
査
・
研
究
を
進
め
た
成
果
で
あ
る
「
市
町
村
合
併
研
究
会
報
告
書
」
が
承
認
さ
れ
た
と
ご
報
告
し

ま
し
た
。

　

今
回
は
、
こ
の
報
告
書
の
内
容
を
町
民
の
み
な
さ
ん
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

〔
市
町
村
合
併
研
究
会
報
告
書
〕
の
内
容

建設・土木分野（制度数：２５５）� 福祉・保健分野（制度数：２９８）� 全体（制度数：１，４２０）�

文教分野（制度数：２３６）� 産業・環境分野（制度数：３４４）� 総務分野（制度数：２８７）�
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④�
２�

⑤�
９１�

⑦０�⑥ １９�⑥ １９�

①�
１４２�

②�
４２�

③�
２６�

④ １６�

⑤�
１２３�

⑥�
２５�

⑦０�

①�
１２１�

②�
４０�

③�
２１�

④ ９�

⑤�
８０�

⑥�
２７�

⑦０�

⑥�
１６３�

※複数の調整方向を示した制度があるため、合計は一致しません。�

� 広報なかのしま ２００２．１２月号

○　

現
状
の
社
会
情
勢
の
認
識
を

共
有
し
、
合
併
市
町
村
の
一
体

的
発
展
を
図
る
と
い
う
視
点
で
、

で
き
る
こ
と
と
、
で
き
な
い
こ

と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
認
識

し
な
が
ら
調
整
を
実
施

○　

現
在
の
構
成
市
町
村
の
行
政

制
度
は
、
そ
の
地
域
性
や
歴
史

な
ど
に
起
因
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

違
い
あ
り
。
お
互
い
に
そ
の
違

い
を
尊
重
し
な
が
ら
調
整
を
実

施
○　

８
市
町
村
の
制
度
比
較
の
結

果
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
観
点
で

は
、
全
体
と
し
て
長
岡
市
の
制

度
が
充
実
。
住
民
サ
ー
ビ
ス
を

低
下
さ
せ
な
い
た
め
に
は
、
基

本
的
に
は
最
も
充
実
し
て
い
る

制
度
に
基
づ
い
た
調
整
が
目
安

合
併
合
併
す
る
と
し
た
場
合
の

す
る
と
し
た
場
合
の

お
も
な
行
政
サ
ー
ビ
ス

お
も
な
行
政
サ
ー
ビ
ス

　

こ
れ
ま
で
各
市
町
村
で
実
施
し

て
い
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
、
分
野

に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
違
い
が
あ

り
、
合
併
す
る
と
し
た
場
合
、
こ

れ
ら
の
制
度
を
調
整
し
な
け
れ
ば

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

制
度
調
整
に
つ
い
て
は
、
最
終

的
に
は
合
併
協
議
会
に
お
い
て
議

論
さ
れ
、
決
定
さ
れ
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
研
究
会
に
お
い
て
議

論
さ
れ
た
も
の
の
中
か
ら
、
住
民

の
み
な
さ
ん
の
関
心
が
高
い
と
思

わ
れ
る
お
も
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
、
現
段
階
で
の
調
整
素
案

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
日
常
生
活
面

○
地
方
税
（
表
１
及
び
２
参
照
）

�　

市
町
村
民
税
に
つ
い
て
は
、

経
過
措
置
（
不
均
一
課
税
）
を

設
け
た
後
、
統
一
す
る
方
向
で

調
整

�　

法
人
市
町
村
民
税
に
つ
い
て

は
、
経
過
措
置
（
不
均
一
課

税
）
を
設
け
た
後
、
統
一
す
る

方
向
で
調
整

○
同
一
町
名
（
表
３
参
照
）

　

８
市
町
村
の
一
部
で
同
じ
町
名

が
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
住
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見

を
お
聞
き
し
な
が
ら
調
整

○
ご
み
の
収
集
（
表
４
参
照
）

　

当
分
の
間
は
現
在
の
方
法
で
対

応
。
そ
の
後
は
収
集
体
制
を
統
一

す
る
方
向
で
調
整

市町村合併に
関するご意見をお寄せください。
窓口：企画課（�61－2011）

●表1　市町村民税の均等割額

栃 尾 市見 附 市長 岡 市中之島町

２，０００円２，０００円２，５００円２，０００円

三 島 町小 国 町山古志村越 路 町

２，０００円２，０００円２，０００円２，０００円

●表2　法人市町村民税の法人税割の税率

栃 尾 市見 附 市長 岡 市中之島町

１４．７％１４．７％１４．７％１２．３％

三 島 町小 国 町山古志村越 路 町

１４．７％１２．３％１２．３％１４．７％

●表4　ごみの収集体制

栃 尾 市見 附 市長 岡 市中之島町
市町村名

種　別

週３回週３回週３回週３回可燃ごみ

週１回月２回週１回週１回不燃ごみ

月４回（缶・ビン）
月２回（紙類）月１回週１回月１回資源ごみ

年２回年２回月２回２カ月に
１回粗大ごみ

古紙類集団回収・
ストックヤード
持ち込み

古紙類
月１回

古紙類
月１回そ の 他

三 島 町小 国 町山古志村越 路 町
市町村名

種　別

週３回週２回週３回週２回可燃ごみ

週１回月１回月１回
（粗大含む）週１回不燃ごみ

週１回
月２回

（缶・ペットボトル）

月１回
（ビンなど）

週１回週１回資源ごみ

月１回年３回２カ月に
１回粗大ごみ

古紙類
年５回

埋立プラ
月１回

古紙類
月１回その他

●表3　同一町名（中之島町関係分）

重複市町村町　　　名

見 附 市池 之 島

栃 尾 市島　 　 田

長 岡 市高 畑

長 岡 市宮 内

三 島 町中 条

越 路 町西 野

※　全体では３１の同一または類似町名あり。
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○
下
水
道
使
用
料
（
表
５
参
照
）

　

料
金
体
系
に
大
き
な
差
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
合
併
後
も
当
分
の
間

は
現
行
ど
お
り
。
そ
の
後
料
金
体

系
を
統
一
し
、
料
金
設
定
を
行
う

方
向
で
調
整

○
水
道
料
金
（
表
６
参
照
）

　

料
金
体
系
に
大
き
な
差
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
合
併
後
も
当
分
の
間

は
現
行
ど
お
り
。
そ
の
後
料
金
体

系
を
統
一
し
、
料
金
設
定
を
行
う

方
向
で
調
整

○
ガ
ス
料
金
（
表
７
参
照
）

　

公
営
ガ
ス
料
金
に
つ
い
て
は
、

料
金
体
系
に
大
き
な
差
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
当
分
の
間
は
現
行
ど
お

り
。
な
お
、
民
間
企
業
の
動
向
も

踏
ま
え
、
ガ
ス
供
給
体
制
全
体
に

つ
い
て
、
検
討
し
て
い
く
必
要
あ

り○
生
活
路
線
バ
ス

　

特
に
高
齢
者
や
未
成
年
者
な
ど

の
日
常
生
活
の
交
通
手
段
を
確
保

す
る
た
め
、
合
併
後
に
生
活
交
通

確
保
計
画
を
策
定
。
地
域
特
性
を

考
慮
し
て
調
整

○
雪
対
策

�　

道
路
除
雪
対
策
に
つ
い
て
は
、

早
朝
除
雪
は
現
行
ど
お
り
の
除

雪
車
出
動
基
準
（
表
８
参
照
）。

日
中
・
深
夜
に
つ
い
て
は
、
地

域
特
性
に
応
じ
て
現
行
ど
お
り

実
施

�　

消
雪
パ
イ
プ
の
住
民
負
担
に

つ
い
て
は
、
歴
史
的
経
緯
が
あ

る
と
と
も
に
、
そ
の
制
度
に
大

き
な
差
あ
り
。
合
併
後
も
当
分

の
間
は
現
行
ど
お
り
と
し
、
そ

の
後
行
政
と
受
益
者
負
担
の
割

合
を
考
慮
し
な
が
ら
調
整

◆
教
育
面

○
遠
距
離
通
学
児
童
・
生
徒
の
通

学
費
助
成

　

合
併
後
も
現
行
ど
お
り
と
す
る

方
向
で
調
整

○
就
学
助
成

　

経
済
的
な
理
由
で
就
学
困
難
と

な
る
世
帯
へ
の
就
学
助
成
に
つ
い

て
は
、
義
務
教
育
を
円
滑
に
実
施

す
る
た
め
に
も
認
定
基
準
な
ど
を

緩
和
。
対
象
を
拡
大
し
て
実
施
す

る
方
向
で
調
整

◆
福
祉
・
保
健
面

○
保
育
料
（
表
９
参
照
）

　

認
可
保
育
所
の
保
育
料
に
つ
い

て
は
、
徴
収
基
準
額
に
大
き
な
差

が
あ
り
、
統
一
す
る
方
向
で
調
整

○
介
護
保
険
料
（
表　

参
照
）

１０

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
や

保
険
料
に
差
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

合
併
後
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

状
況
を
考
慮
し
な
が
ら
、
保
険
料

を
統
一
し
て
い
く
方
向
で
調
整

●表8　早朝除雪の出動基準

栃 尾 市見 附 市長 岡 市中之島町

降雪１０㎝以上降雪１０㎝以上降雪１０㎝以上降雪１０㎝以上

三 島 町小 国 町山古志村越 路 町

降雪１０㎝以上降雪１０㎝以上降雪１０㎝以上降雪１０㎝以上

●表9　認可保育所の保育料

栃 尾 市見 附 市長 岡 市中之島町市町村名
人　数

２９，２００円３２，０００円３５，１００円２５，２００円１人目

１４，６００円１６，０００円１７，５５０円１２，６００円２人目

無　料１／１０無　料１／１０３人目

三 島 町小 国 町山古志村越 路 町市町村名
人　数

３３，０００円２５，０００円２７，０００円３０，７００円１人目

１６，５００円１２，５００円１３，５００円１５，３５０円２人目

１／１０１／１０１／１０無　料３人目

※　所得税３０万円以上の世帯で、３歳以上児の場合の保育料月額。

●表１０　介護保険料

栃 尾 市見 附 市長 岡 市中之島町

３３，１００円３４，１００円３５，８００円３１，８００円

三 島 町小 国 町山古志村越 路 町

３４，４００円３１，２００円３６，４００円３４，０００円

※　６５歳以上の第１号被保険者保険料の第３段階年額保険料。

●表5　下水道使用料（税抜）

栃 尾 市見 附 市長 岡 市中之島町

２，８５０円２，５００円２，７１０円４，５００円

三 島 町小 国 町山古志村越 路 町

４，５００円３，１５０円合併処理浄化槽３，９２５円

※　１世帯で１月あたり２５�使用した場合の料金。

●表6　水道料金（税抜）

栃 尾 市見 附 市長 岡 市中之島町

４，０４５円２，９５０円３，５５５円２，９５０円

三 島 町小 国 町山古志村越 路 町

４，５００円４，２８０円５，０８０円３，８３０円

※　メーター口径１３㎜で、１世帯で１月あたり２５�使用
した場合の料金。

●表7　ガス料金（税抜。公営企業のみ）

栃 尾 市見 附 市中之島町

３，３２７円３，２６５円３，２６５円

三 島 町越 路 町

３，９４５円３，７７０円

※　１世帯で１月あたり３２�使用した場合の料金。

� 広報なかのしま ２００２．１２月号

市町村合併に
関するご意見をお寄せください。
窓口：企画課（�61－2011）

○
病
院
・
診
療
所
（
表　

参
照
）

１１

　

市
町
村
立
病
院
・
診
療
所
の
運

営
や
民
間
病
院
に
対
す
る
補
助
金

の
交
付
に
つ
い
て
は
、
地
域
医
療

の
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
合
併
後
に
お
い
て
も
現

行
ど
お
り
と
す
る
方
向
で
調
整

○
福
祉
タ
ク
シ
ー
（
タ
ク
シ
ー
料

金
助
成
）（
表　

参
照
）

１２

　

助
成
額
に
差
が
あ
る
た
め
、
統

一
す
る
方
向
で
調
整

○
乳
幼
児
の
医
療
費
助
成
（
表　
１３

参
照
）

　

入
院
・
通
院
と
も
に
助
成
対
象

年
齢
に
差
が
あ
る
た
め
、
統
一
す

る
方
向
で
調
整

○
国
民
健
康
保
険
料
（
税
）（
表　
１４

参
照
）

　

保
険
料
（
税
）
率
に
差
が
あ
り

ま
す
が
、
合
併
後
に
統
一
す
る
方

向
で
調
整

◆
産
業
振
興
面

○
中
小
企
業
振
興
資
金
貸
付
金

（
普
通
貸
付
）

　

今
後
の
「
ペ
イ
オ
フ
（
預
金
保

護
）
解
禁
」
実
施
に
伴
い
、
現
在

の
制
度
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

状
況
の
推
移
を
見
な
が
ら
調
整

○
土
地
改
良
事
業
補
助
金

　

地
域
特
性
な
ど
を
考
慮
し
、
補

助
採
択
基
準
な
ど
を
策
定
す
る
方

向
で
調
整

◆
そ
の
他

○
消
防
団

　

組
織
に
つ
い
て
は
、
合
併
後
も

当
分
の
間
は
現
行
ど
お
り
と
し
、

適
切
な
時
期
に
統
合
す
る
方
向
で

調
整
。
報
酬
な
ど
に
つ
い
て
は
、

統
一
す
る
方
向
で
調
整

○
市
町
村
議
会
議
員
及
び
農
業
委

員
会
委
員
の
任
期
と
定
数

　

市
町
村
合
併
特
例
法
に
規
定
す

る
特
例
措
置
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
の
合
併
協
議
会
に
お
い
て
調

整○
一
部
事
務
組
合
の
取
り
扱
い

（
表　

参
照
）

１５

　

各
市
町
村
が
加
入
し
て
い
る
一

部
事
務
組
合
は
、
ご
み
処
理
や
水

道
供
給
を
は
じ
め
全
部
で　

団
体
。

２０

現
段
階
で
は
長
岡
地
域
も
含
め
、

他
地
域
で
も
合
併
の
枠
組
み
が
確

定
し
て
い
な
い
た
め
、
確
定
し
た

段
階
で
具
体
的
な
対
応
を
協
議
し
、

調
整

●表１４　１人あたりの国民健康保険料（税）年額

栃 尾 市見 附 市長 岡 市中之島町市町村名
種 別

５０，６３９円５６，６００円７２，１４５円６４，９８３円医療分

１１，３８７円１２，９８４円１３，１６０円１６，０６４円介護分

三 島 町小 国 町山古志村越 路 町市町村名
種 別

５４，０２５円４６，８８３円４８，５５４円７９，３１５円医療分

１６，３３０円１４，０５９円１２，３８４円１５，１２１円介護分

●表１５　8市町村が加入しているおもな一部事務組合

構成市町村一部事務組合名種　別

中之島町・与板町
和島村・出雲崎町
寺泊町

三 島 郡 清 掃
セ ン タ ー 組 合

ごみ処理

長岡市・越路町・
三島町

長 岡 地 区
衛 生 処 理 組 合

中之島町・三島町
与板町・和島村
出雲崎町

与 板 郷 消 防 ・
斉 場 事 務 組 合消防・斎場

三島町・与板町
和島村

与板町外２ヶ町村
水 道 企 業 団

水道・ガス

三島町・与板町三島町・与板町
ガ ス 企 業 団

※　太字は研究会参加市町村。

●表１３　乳幼児医療費助成の対象年齢

栃 尾 市見 附 市長 岡 市中之島町市町村名
種 別

就学前４歳未満３歳未満３歳未満通　院

就学前５歳未満就学前４歳未満入　院

三 島 町小 国 町山古志村越 路 町市町村名
種 別

３歳未満就学前就学前３歳未満通　院

就学前就学前就学前４歳未満入　院

※　栃尾市（通院・入院）及び三島町（通院）には所得制限あり。

●表１１　市町村立病院・診療所及び補助金を
　　　　交付している民間病院

補助金を交付している民間病院市町村立病院・診療所

栃 尾 郷 病 院

見附市立成人病センター病院
山 古 志 村 立 診 療 所
山 古 志 村 立 歯 科 診 療 所
小 国 町 立 診 療 所

●表１２　タクシー利用券の年間交付枚数

栃 尾 市見 附 市長 岡 市中之島町

小型タクシー
基本料金の
０．９×１４枚

小型タクシー
基本料金の
０．９×２４枚

※年間通じて月２
回以上の通院者
は４８枚
※人工透析治療者
は７２枚（自動車
税非減免者の
み）、週３回透
析の場合は９６枚

５００円×３０枚
※人工透析などの
定期的通院者は
９０枚が上限（自
動車税非減免者
のみ）

タクシー基本料金
相当額×２４枚
（自動車税
非減免者のみ）

三 島 町小 国 町山古志村越 路 町
５００円×２０枚

※人工透析など定
期的通院者など
は２０枚追加

タクシー基本料金
相当額×１２枚

※足りない場合は
６枚交付

制度なし

５００円×２０枚
※２週間に１回以
上の定期通院者
は２０枚追加
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三
条
税
務
署
管
内
で
は
、
作
文
に
八
百
六
十
八
編
（
う
ち
中
之

島
中
学
校
か
ら
三
十
一
編
。）
標
語
に
四
千
四
百
二
十
一
点
（
う
ち

中
之
島
中
学
校
か
ら
三
百
七
十
七
点
。）
の
応
募
が
あ
り
、
中
之

島
中
学
校
か
ら
次
の
み
な
さ
ん
が
入
選
さ
れ
ま
し
た
。

◆
標
語
の
部

　

僕
の
夢　

君
の
夢
を
も

か
な
え
る
税　

■
優
秀
賞

○
小
柳　

貴
子
さ
ん
（
一
年
）

　
『
税
金
の　

大
き
な
力
で　

地
域
の
和
』

○
塩
入　

尚
輝
さ
ん
（
二
年
）

『
税
金
で　

納
め
て
た
く
すみ

ん
な
の
未
来
』

■
佳
作
賞

○
浅
野　

美
歩
さ
ん
（
一
年
）

『
皆
の
税　

豊
か
な
未
来　

か
け
は
し
に
』

○
山
崎　
　

渉
さ
ん
（
二
年
）

『
み
ん
な
の
税　

未
来
を
築
く

大
き
な
力
』

○
本
間　

桃
子
さ
ん
（
三
年
）

『
笑
顔
あ
る　

未
来
を
築
く

み
ん
な
の
税
』

○
鈴
木
ひ
か
る
さ
ん
（
二
年
）

『
税
金
で　

守
っ
て
い
こ
うみ

ん
な
の
笑
顔
』

○
石
塚　

広
美
さ
ん
（
三
年
）

『
税
金
は　

暮
ら
し
の
中
で

生
き
て
い
る
』

◆
作
文
の
部

　

三
条
税
務
署
、
三
南
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
及
び
町
租
税

教
育
推
進
協
議
会
で
は
、
税
に
対
す
る
正
し
い
知
識
の
習
得
と
そ

の
重
要
性
を
深
く
認
識
し
て
も
ら
う
た
め
毎
年
度
、
中
学
生
を
対

象
と
し
て
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
・
標
語
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

平
成
十
四
年
度

中
学
生
の

〔
税
に
つ
い
て
の

作
文
・
標
語
〕

入
選
作
品　

２年
桐生　美穂 さん

■
最
優
秀
賞
（
三
条
税
務
署
長
賞
）

上段：左から石塚さん、本間さん、鈴木さん
下段：左から浅野さん、小柳さん、塩入さん、山崎さん

最
優
秀
賞

（
三
条
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞
入
選
）

学
年作

品
名 三

年

池　

田　

春　

菜
さ
ん

税
金
に
つ
い
て

（
左
ペ
ー
ジ
掲
載
）

優　

秀　

賞

学
年

三
年

三
年

佳　

作　

賞

学
年

三
年

三
年

三
年

三
年

三
年

氏　

名

柳
橋　

千
里

さ
ん

石
田　

香
織

さ
ん

氏　

名

小
出　

麻
衣

さ
ん

室
橋
恵
梨
香

さ
ん

古
川　

祐
二

さ
ん

吉
岡
美
由
貴

さ
ん

狩
野　
　

勝
さ
ん

作　

品　

名

税
金
の
大
切
さ

身
近
な
税
金

作　

品　

名

税
金
の
あ
る
意
味

税
に
つ
い
て

僕
が
考
え
て
い
る

税
に
つ
い
て

国
を
支
え
る
柱

僕
た
ち
の
税
金

上段：左から狩野さん、吉岡さん、古川さん
下段：左から小出さん、柳橋さん、石田さん、室橋さん
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「
税
金
に
つ
い
て
」

　

税
金
と
聞
い
て
一
番
は
じ
め
に
う
か
ん

で
き
た
も
の
は
、
消
費
税
で
し
た
。
こ
れ

は
私
に
と
っ
て
、
と
て
も
身
近
な
所
に
存

在
し
て
い
る
か
ら
で
、
逆
に
○
○
税
と
他

の
税
金
の
名
前
が
出
て
こ
な
か
っ
た
の
は
、

そ
れ
ほ
ど
税
金
に
つ
い
て
知
っ
て
い
な
か

っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
、
税

金
は
納
め
た
後
、
ど
こ
で
何
に
使
わ
れ
て

い
る
か
と
い
う
こ
と
も
深
く
は
知
っ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

私
以
外
に
も
税
金
の
使
い
道
な
ど
、
こ

の 
年  
頃 
で
く
わ
し
く
知
っ
て
い
る
人
な
ん

と
し 
ご
ろ

て
多
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
で
す
が
、
こ

の
作
文
を
書
く
に
あ
た
っ
て
、
税
金
に
つ

い
て
深
く
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

私 
達 
が
納
め
て
い
る
税
金
、
も
し
そ
れ

た
ち

が
無
か
っ
た
と
し
た
ら
、
困
る
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
医
療
費
が
上
が
り
、

病
気
の
予
防
や
治
療
が
受
け
づ
ら
く
な
っ

た
り
、
犯
罪
の
取
り
し
ま
り
が
警
察
に
よ

り
行
わ
れ
ず
、
安
心
し
て
暮
ら
し
て
は
い

け
な
く
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
生
活
に

深
く
か
か
わ
る
こ
と
に
も
税
金
は
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

自
分
の
身
の
回
り
を
見
回
し
て
み
る
と
、

橋
や
道
路
の
補
修
や
建
設
、
学
校
や
そ
の

先
生
、
そ
し
て
公
共
施
設
も
税
金
の
お
か

げ
で
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ
し
て

私 
達 
は
な
に
不
自
由
な
く
整
え
ら
れ
た
生

た
ち

活
の
中
で
暮
ら
し
て
い
る
の
で
す
。

　

現
在
で
は
高
齢
化
社
会
に
突
入
し
、
日

本
は
高
齢
者
が
多
い
国
に
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
デ
ン
マ
ー
ク
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
な

ど
で
は
福
祉
が
進
ん
で
お
り
、
社
会
保
障

で
豊
か
な
暮
ら
し
の
中
で
高
齢
者
は
生
活

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
働
く
人
々
が
支

払
う
税
金
や
保
険
料
の
負
担
も
大
き
く
な

っ
て
い
る
の
も
現
実
で
す
。

　

社
会
保
障
と
い
う
制
度
の
中
で
重
要
と

さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
年
金
と
医
療
こ
の

二
つ
で
す
。
こ
の
二
つ
に
も
税
金
は
使
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
数
年
で
日
本
の
高
齢

者
が
増
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
高
齢
者
に

か
か
る
費
用
が
増
え
る
と
い
う
こ
と
が
予

想
で
き
ま
す
。
高
齢
者
が
増
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
逆
に
働
く
人
々
が
減
っ
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
う
な
る
と
、
一
人

一
人
の
負
担
は
確
実
に
多
く
な
り
ま
す
。

　

福
祉
の
進
ん
で
い
る
さ
き
ほ
ど
の
二
つ

の
国
は
、
消
費
税
は
二
十
五
㌫
と
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
今
の
日
本
は
五
㌫
で
す
か

ら
、
五
倍
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
日
本
の
高
齢
化
は
ま
す
ま
す
進

ん
で
い
き
ま
す
。
さ
き
ほ
ど
の
こ
と
を
考

え
る
と
、
こ
れ
か
ら
生
き
て
い
く
中
で
、

税
金
は
高
く
な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
決
し
て
悪
い
こ
と
で
は
な
く
、
い

ろ
い
ろ
な
所
で
役
立
ち
、
福
祉
関
係
の
こ

と
に
も
使
わ
れ
て
い
く
の
で
す
。

　

そ
し
て
今
、
税
金
に
よ
り
こ
の
暮
ら
し

は
支
え
ら
れ
て
お
り
、
新
し
い
時
代
に
も

き
っ
と
こ
の
税
金
で
日
本
が
築
き
あ
げ
ら

れ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
私
は
思
い
ま

し
た
。

３年
池田　春菜 さん

佐々木三千代さんが県健康づくり
県民大会知事表彰を受賞

　このたび、佐々木

三千代さん（興野）

が県健康づくり県民

大会知事表彰（食生

活改善事業関係）を

受賞されました。

　これは、佐々木さ

んが長年にわたり

「食生活改善推進員」として、町民の食生

活改善にご尽力されたことによるものです。

佐々木三千代 さん
（興野）

丸 山 　綾さんが
中央共同募金会長表彰を受賞

　このたび、丸山綾

さん（池之島）が中

央共同募金会長表彰

（全国表彰）を受賞

されました。

　これは、丸山さん

が長年にわたり共同

募金活動に奉仕され

たことによるものです。

丸 山　 綾 さん
（池之島）

松 井 　弘さんが
自治功労県知事表彰を受賞

　このたび、松井弘

さん（中之島第六）

が自治功労県知事表

彰を受賞されました。

　これは、松井さん

が４年間、町議会議

長を務められたとと

もに、３０年以上の長

きにわたり、町議会議員として町政の発展

に貢献されたことなどによるものです。

松 井 　弘 さん
（中之島第六）
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冬
の
道
路
を
安
全
・
快
適
に

道
路
除
雪
に
ご
協
力
を

除
雪
を
行
う
の
は
…

　

除
雪
を
行
う
道
路
は
、
原
則
と

し
て
消
雪
パ
イ
プ
の
な
い
、
舗
装

さ
れ
た
国
・
県
・
町
道
で
す
（
左

図
参
照
。）。
な
お
、
広
域
農
道
も

除
雪
を
実
施
し
ま
す
。

　

除
雪
を
実
施
す
る
の
は
、
国
道

８
号
を
国
土
交
通
省
。
県
道
と
国

道
４
０
３
号

を
県
。
町
道

と
広
域
農
道

を
町
、
と
な

り
ま
す
。

　

除
雪
車
に

よ
る
除
雪
作

業
は
、
通
勤

・
通
学
路
の

確
保
の
た
め
、

早
朝
や
夜
間
が
多
く
な
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
除
雪
の
際
に
は
、

ど
う
し
て
も
大
き
な
騒
音
が
出
て

し
ま
い
ま
す
の
で
、
ご
了
解
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
除
雪
作
業
で
み
な
さ
ん

の
住
宅
へ
の
乗
り
入
れ
用
鉄
板
な

ど
を
壊
し
て
も
、
補
償
で
き
ま
せ

ん
。
あ
ら
か
じ
め
路
上
に
あ
る
も

の
は
、
は
ず
し
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
消
雪
パ
イ
プ
が
設
置
さ

れ
て
い
る
道
路
に
つ
い
て
は
、
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
た
め
、
午
後
二
時

〜
三
時
・
午
後
四
時
〜
五
時
の
間

は
放
水
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

冬
の
道
路
を
安
全
、
快
適
に
通
行
す
る
た
め
に
は
、
道
路
を
キ
レ
イ
に
除
雪
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
町
で
は
毎
年
、
除
雪
車
な
ど
に
よ
る
道
路
除
雪
を

行
い
、
道
路
交
通
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
ス
ム
ー
ズ
な
道
路
除
雪
を
行
う
た
め
に
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
が
必
要
で
す
。
一
人
ひ
と
り
が
ル
ー
ル
を
守
り
、
安
心
し
て
通
れ
る
冬
の

道
路
に
し
ま
し
ょ
う
。

玄関先の雪のけは各自で
　除雪作業によって住宅などの玄関先
をふさいでしまった場合は、各自で手
直しを。なお、
除雪した
道路には、
雪を出さ
ないで。

除雪機械には近寄らない
　除雪作業中はとても危険なので、保
護者の方は、
お子さんが
除雪機械に
近寄らないよう、
十分ご注意を。

路上駐車は禁止
　除雪作業中、路上放置の自動車を損
傷しても補償できません。路上駐車は、
絶対にしないで。

屋根雪は道路外へ
　屋根雪を路上に降ろす場合は、通行
の妨げになるので、
手際よく
道路外へ。

危険な所には目印を
　除雪機械が砂利などを宅地や田畑に
入れた場合、取り除いたり、補償した
りできませんので、ご了解を。
なお、危険な
ところには、
竹ざおなどで
「目印」を。

立ち木は
縄で支えるか枝打ちを
　雪の重さによって、
立ち木や枝などが
道路を覆うような
恐れのある場合は、
あらかじめ縄などで
支えるか、枝打ちなどを。

○○国道国道88号の除雪号の除雪／国土交通省長岡／国土交通省長岡
国道事務所長岡維持出張所　国道事務所長岡維持出張所
（　（��3333－－46904690））
○○県道及び国道４０３号の除雪県道及び国道４０３号の除雪／長岡土木／長岡土木
事務所維持管理課（　事務所維持管理課（��3838－－26212621））
○○町道、広域農道及び除雪全般について町道、広域農道及び除雪全般について
　　／町建設課（／町建設課（��6161－－20122012））

除雪についての
問い合わせ先

ご
注
意

い
た
だ
く

ポ
イ
ン
ト
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西野
新田

西野
新田
�

大 沼 新 田 �

栄

町

栄

町

�

国道４０３号�国道４０３号�

西
野

西
野
�

下
沼
新
田

下
沼
新
田
�

分
水
町

分
水
町�

中
条
新
田

中
条
新
田
�

真
野
代
新
田

真
野
代
新
田
�

赤 小 沼 �

中 西 　 �

中 条 �
上沼新田�

西高山新田�

六 所 �

野 口 �

真弓�

国
道
８
号

国
道
８
号�

北
陸
自
動
車
道

北
陸
自
動
車
道�

福 原 � 中 野 西 �
中 野 中 �

中 野 東 �

狐 興 野 �

鶴ヶ曽根�

高畑�

島 田 �

並木新田�

宮 内 �
長 呂 �

長
岡
市

長
岡
市�

横 山 �

大 保 �
粕 島 �

品 之 木 �

見 附 市 �中 之 島 �

灰
島
新
田

灰
島
新
田
�

中 興 野 �

大 曲 戸 �

押切思川�押切思川�
池 之 島 �

大 口 �

国
道
国
道
８
号
�

国
道
８
号
�

西野
新田
�

大 沼 新 田 �

栄

町

�

西
野
�

下
沼
新
田
�

分
水
町�

中
条
新
田
�

真
野
代
新
田
�

赤 小 沼 �

中 西 　 �

中 条 �
上沼新田�

西高山新田�

六 所 �

野 口 �

真弓�

国
道
８
号�

北
陸
自
動
車
道�

福 原 � 中 野 西 �
中 野 中 �

中 野 東 �

狐 興 野 �

鶴ヶ曽根�

高畑�

島 田 �

並木新田�

宮 内 �
長 呂 �

長
岡
市�

横 山 �

大 保 �
粕 島 �

品 之 木 �

見 附 市 �中 之 島 �

灰
島
新
田
�

中 興 野 �

大 曲 戸 �

池 之 島 �

大 口 �

◆冬期間の駐車禁止状況◆

期　　間

１２月１日�～

平成１５年３月３１日�

区　　間

◆国道４０３号

◇中条入口～中条宮村の

間１．７㎞

◇真野代新田入口～西野

入口の間３．０㎞

◆町道中之島・大沼線

◇中之島～刈谷田橋の間

６．７㎞

◆町道中之島・灰島線及

び灰島側道１号線

◇流通団地入口交差点～

高速道路料金所下ボッ

クスの間０．６㎞

除雪計画図

凡　　　例

　２車線の幅員を確保

することが原則。異常

な降雪のとき以外は、

常に交通を確保。

色　別区　分

第１種

　１車線の幅員確保が

原則。ただし、状況に

よっては待避所を設置。

色　別区　分

第２種

　小型車の１車線の幅

員を確保するよう努め

る。ただし、状況によ

り、一時通行不能に。

色　別区　分

第３種

－
色　別区　分

県　道



広報なかのしま ２００２．１２月号 ��

各種大会の結果
（☆：優勝、◎：準優勝、○：第３位）

●第１４回町ソフトバレーボール大会●
（開催日：１１月１０日�、会場：町北体育館）

■ファミリーの部　☆：宮國ファミリー、◎：ガ

ンダム、○：おたまじゃくしチーム

■男女混合の部　☆：信条クラブ、◎：ホワイト

ベアーズ、○：４ひきのペンギン

■女子の部　☆：ウルトラの母、◎：ホワイト＆

ホワイト、○：パープルＡ

●第６回町剣道大会●
（開催日：１１月１７日�、会場：町北体育館）

■団体戦　☆：信条剣士会Ａ、◎：与板剣道教室

Ａ、○：剣友会中之島Ａ、見附剣道会Ａ

■個人戦　☆：松澤　拓哉（信条剣士会）、◎：

志田　雅透（見附剣道会）、○：外川　雄斗（上通

剣士会）、井上　寛之（見附剣道会）

新しいまちづくりを目指して 市町村合併シンポジウム
　１１月３０日�、長岡市などの主催により、長岡市

リリックホールにおいて「市町村合併シンポジウ

ム」が開催。樋山町長がパネラーとして出席しま

した。　町長は、「これから自分の地域がどう生き

るかを考えることが大切。夢の実現には、個々の

市町村の力だけでは困難であるので、地域の結集

のした力が必要である」と発言しました。

生きいきまちづくりのために ２１・まちづくりフォーラム
　１２月１日�、町農村環境改善センターにおいて、

中之島つくろう塾の主催により「２１・まちづくり

フォーラム」を開催しました。講師は、長野県２１

むらづくり機構専門アドバイザーである小沢禎一

郎さん。小沢さんは「生きいきとしたまちづくり

には、我が家や隣り近所から考えなければならな

い。若い世代に活躍の場を」と講演されました。

まちの　　　　　　 をお寄せください。・�
企画課　　６１－２０１１�

ソフトバレーボール大会

剣道大会

��広報なかのしま ２００２．１２月号

　「介護保険制度」がスタートしたのは平成１２年４月。今

年１１月で２年８カ月余りが経過しました。

　この間、要介護（要支援）認定者数は増加を続け、今年

１０月には前年同月との比較で、約３０名（約１０％）の増とな

っています（表１及びグラフ１参照。）。

　さらに、介護保険の中心的なサービスである「訪問通所

サービス※１」の介護給付費※２は、今年１０月には前年同月と

の比較で、約２００万円（約２０％）の増（表２及びグラフ２参

照。）。要介護（要支援）認定者数の増加を超える増加率と

なっています。

　「広報なかのしま１１月号」でお知らせしたとおり、介護

保険では、３年ごとに介護保険事業（支援）計画の見直し

を実施。翌年度からの保険料額が変更されます。

　したがって、平成１５年４月からの保険料については、要

介護（要支援）認定者数や介護給付費の増加が反映するこ

ととなります。

※１　「訪問通所サービス」の内容には、訪問介護、訪問

入浴介護、訪問看護、訪問リハビリテーション、通所

介護、通所リハビリテーション及び福祉用具貸与など

があります。

※２　「介護給付費」とは、実際の介護保険にかかった額

から利用者負担及び公費（国・県・町費）を除いた額

です。

介護保険の現状

要介護（要支援）認定者数は１０％増
訪問通所サービスの介護給付費は２０％増

表2　訪問通所サービスの介護給付費 （単位：円）

１０月９月８月７月６月５月４月

１，５６２，３８２１，７１３，７１７１，９５６，３６６１，５２０，０２８１，６２８，８１１１，６２０，１８０１，９１１，８６１訪 問 介 護

平　

成　
　
　

年

１３

４１，６２５５６，２５０１４６，２５０４５，０００１０１，２５０１６８，７５０２５８，７５０訪 問 入 浴 介 護

２６２，５８４３２５，３６８４３９，３４４１５９，５０７２３８，９４１２５０，７４９５１９，２３７訪 問 看 護

１９，８００１４，８５０９，９００９，９００１４，８５０１４，８５０９，９００訪問リハビリテーション

６，１４４，１７４６，２４４，０５６６，２８２，８１９６，３６０，１１１５，７７０，８２７５，６８５，２８２５，４８６，１２１通 所 介 護

１，８７９，１２８１，９９１，７４５２，２５０，６６６１，７５６，８９９１，９９１，９７０２，２６０，１７９１，８４３，３６２通所リハビリテーション

３６８，１００３９８，７００３５０，５５０２４７，５００２６５，５００２５０，２００２１８，７００福 祉 用 具 貸 与

１０，２７７，７９３１０，７４４，６８６１１，４３５，８９５１０，０９８，９４５１０，０１２，１４９１０，２５０，１９０１０，２４７，９３１計

１，５１６，９３２１，５８０，６９７１，６２２，０７０１，９２６，３６９１，５２５，３４７１，５４７，０３７１，４５３，９５９訪 問 介 護

平　

成　
　
　

年

１４

９７，８７５１０９，１２５６７，５００１０１，２５０１１２，５００５６，２５０７５，３７５訪 問 入 浴 介 護

３７４，２４７４８４，９０２３７２，３６６４２０，７６８３１８，４１１３５８，２０９３５５，２３９訪 問 看 護

９，９００９，９００１４，８５０９，９００１４，８５０９，９００９，９００通所リハビリテーション

７，８１２，９１８８，５８４，１５５８，６０１，４３５８，０５１，５８９７，９０８，０４８７，３４５，５９３６，５３８，２３９通 所 介 護

１，８７９，５９６２，１３３，０５４２，１２６，３４０１，８４６，３０５２，０７０，１４４２，２３９，８６６１，８２２，１４０通所リハビリテーション

６９７，８６０６９２，５５０６６９，８２５７７１，７５０６７２，９７５６５２，９５０５２０，２００福 祉 用 具 貸 与

１２，３８９，３２８１３，５９４，３８３１３，４７４，３８６１３，１２７，９３１１２，６２２，２７５１２，２０９，８０５１０，７７５，０５２計

表1　要介護（要支援）認定者数の推移 （単位：人）

１０月９月８月７月６月５月４月

７７７７７７７要 支 援

平成１３年

５２５４５０４６４６４３４９要介護１

６２６５６６６６６５７３６８要介護２

４３４１４４４０５２４２４１要介護３

４９４６４２５０３９３８３７要介護４

４９５０５７５５５５５６５５要介護５

２６２２６３２６６２６４２６４２５９２５７計

１７１８１５１３１１１２１０要 支 援

平成１４年

６４６１６４６４６１５７５８要介護１

６６６４５９５６５４６０６３要介護２

４２４１４１４２４６４３４１要介護３

４３４６４７５４４９４７４８要介護４

６２６０６１５６５６５６５５要介護５

２９４２９０２８７２８５２７７２７５２７５計

３００�

２９０�

２８０�

２７０�

２６０�

２５０�

（人）�

４月� ５月� ６月� ７月� ８月� ９月� １０月�

平成１３年�
平成１４年�

（円）�
１５，０００，０００�

１２，０００，０００�

９，０００，０００�

６，０００，０００�

３，０００，０００�

０�
４月�５月�６月�７月�８月�９月�１０月�

平成１３年度�
平成１４年度�

グラフ1

グラフ2
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■
「
県
央
パ
ー
ト
サ
テ
ラ
イ
ト
」
及
び

「
三
条
市
高
齢
者
職
業
相
談
室
」
が

「
パ
ル
ム
Ⅰ
」
へ
正
式
移
転

　
「
県
央
パ
ー
ト
サ
テ
ラ
イ
ト
」
及
び

「
三
条
市
高
齢
者
職
業
相
談
室
」
が
こ

の
た
び
、
正
式
に
三
条
市
神
明
町
「
パ

ル
ム
Ⅰ
５
階
」
ヘ
移
転
。
み
な
さ
ん
、

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
県
央
パ
ー
ト
サ
テ
ラ
イ
ト
（
�
０
２

５
６

－　

－

５
２
１
１
）　

○
三
条
市

３３

高
齢
者
職
業
相
談
室
（
�
０
２
５
６

－

　

－

５
２
６
２
）　

営
業
時
間　

そ
れ

３２ぞ
れ
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時
（
土

３０

・
日
曜
日
、
祝
日
は
休
業
）　

�
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
三
条
（
�
０
２
５
６

－　

－

３８

５
４
３
１
）

■
「
精
神
保
健
相
談
会
」
開
設　

お
気

軽
に
ご
相
談
を

　

三
条
健
康
福
祉
環
境
事
務
所
で
は
、

次
の
と
お
り
専
門
医
に
よ
る
「
精
神
保

健
相
談
会
」
を
開
設
し
ま
す
（
予
約

制
。）。

�　

月　

日
�　

午
前　

時
〜
正
午
、

１２

１８

１０

平
成　

年
１
月　

日
�　

午
後
２
時
〜

１５

１６

４
時　

�
三
条
健
康
福
祉
環
境
事
務
所

�
無
料　

�
三
条
健
康
福
祉
環
境
事
務

所
地
域
保
健
課
（
�
０
２
５
６

－　

－

３６

２
３
６
３
）

問�

￥�

問�

お
知
ら
せ

おお
知知
らら
せせ

 
情
報
コ
ー
ナ
ー

　

町
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次

の
と
お
り
今
年
度
の
自
主
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ

さ
い
。

�
及
び
内
容　

左
表
の
と
お
り

�
町
民
文
化
セ
ン
タ
ー　

文
化
ホ

ー
ル

　
　

歳
以
上
で
、
そ
の
障
害
の
程

６５
度
が
次
に
準
じ
る
方
は
、
町
長
の

認
定
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

「
障
害
者
控
除
」
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

　

該
当
さ
れ
る
方
は
、
お
早
目
に

保
健
福
祉
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

�
①
精
神
上
の
障
害
に
よ
り
事
理

を
弁
識
す
る
能
力
を
欠
く
常
況
に

あ
る
方
②
児
童
相
談
所
、
知
的
障

害
者
更
生
相
談
所
、
精
神
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
も
し
く
は
、
精
神
保

健
指
定
医
の
判
定
に
よ
り
知
的
障

害
者
と
さ
れ
た
方
③
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

お
ら
れ
る
方

�　

月　

日
�
ま
で
に
印
鑑
を
ご

１２

２７

持
参
の
上
、
問
い
合
わ
せ
先
へ
申

請
　
　

月
議
会
は　

日
�
に
招
集
さ

１２

１６

れ
、　

日
�
に
閉
会
す
る
予
定
で

２０

す
。

　

な
お
、
日
程
は
次
の
と
お
り
で

す
。

申�

 �役場（代表）
０２５８

６６－２００２
●総務課

６１－２０１０
●企画課

６１－２０１１
●建設課

６１－２０１２
●出納室

６１－２０１３
●町民課

６１－２０１４
●産業課

６１－２０１５
●保健福祉課

６１－２０１６
●税務課

６１－２０１７
●議会事務局

６１－２０１８
●農業委員会事務局

６１－２０１９
●教育委員会事務局
　/庶務学校教育課

６１－２０２０

町民文化センター
●生涯学習推進課

６６－１３１０

（ ）
記号の説明

�とき　�ところ
�対象者　�費用
�申込方法
�問い合わせ先

￥�
申�
問�

町
民
文
化
セ
ン
タ
ー

自
主
事
業

■問
 

町
民
文
化
セ
ン
タ
ー

�　

－

1
3
1
0　
　

６６

�����������������������
����

入場料など催　し　物開演時間月　日

全席指定 

２，５００円

チケットは

発売中

プラハ少年少女

合唱団

クリスマス

コンサート

午後７時１２月１２日�

全席自由

無料

アニメ映画

上映会
午後２時１２月１５日�

※　上記の内容は予定ですので、変更する場合があります。

所
得
税
法
施
行
令
な
ど
に
基
づ
く

「
障
害
者
控
除
」
の
申
請
を

■問
 

保
健
福
祉
課　

�　

－

2
0
1
6

６１

　

月
定
例
議
会
の
日
程
は

１２
　

月　

日
�
〜　

日
�

１２

１６

２０

■問
 

議
会
事
務
局　

�　

－

2
0
1
8

６１

日　

時

　

月　

日
�

１２

１６

午
前　

時
〜

１０

　

月　

日
�

１２

１７

　

月　

日
�

１２

１８

　

月　

日
�

１２

１９

　

月　

日
�

１２

２０

午
前　

時
〜

１０

内　

容

本

会

議

委

員

会

委

員

会

休

会

本

会

議

��広報なかのしま ２００２．１２月号

■
高
濃
度
ア
ル
コ
ー
ル
含
有
燃
料
に
よ

る
ト
ラ
ブ
ル
・
事
故
の
防
止
を

　

高
濃
度
ア
ル
コ
ー
ル
含
有
燃
料
を
ガ

ソ
リ
ン
自
動
車
に
使
用
す
る
と
、
自
動

車
の
燃
料
系
統
部
品
に
使
用
さ
れ
て
い

る
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
が
腐
食
。
燃
料
漏
れ

な
ど
の
不
具
合
や
火
災
な
ど
の
事
故
に

至
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
自
動
車
に

は
、
必
ず
取
扱
説
明
書
な
ど
で
指
定
さ

れ
て
い
る
燃
料
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

�
○
経
済
産
業
省
製
造
産
業
局
自
動
車

課
（
�　

－

３
５
０
１

－

１
６
９
０
）　

０３

○
国
土
交
通
省
自
動
車
交
通
局
審
査
課

（
�　

－

５
２
５
３

－

８
５
９
７
）

０３

■
「
社
会
福
祉
法
人
長
岡
三
古
老
人
福

祉
会
」
職
員
募
集
中

　

社
会
福
祉
法
人
長
岡
三
古
老
人
福
祉

会
で
は
、
次
の
と
お
り
職
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

募
集
職
種　

看
護
師
、
准
看
護
師
（
訪

問
看
護
、
看
護
職
員
、
パ
ー
ト
看
護
職

員
）　

年
齢　

不
問　

採
用
年
月
日　

平
成　

年
４
月
１
日　

勤
務
地　

長
岡

１５

市
、
寺
泊
町　

�
平
成　

年
２
月　

日

１５

２８

�
ま
で
に
問
い
合
わ
せ
先
へ
申
込　

�

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
槇
山
け
や
き
苑

（
�　

－

２
５
０
０
）

２９

■
住
宅
金
融
公
庫
の
住
宅
ロ
ー
ン
の
負

担
軽
減
に
つ
い
て
ご
相
談
を

　

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
住
宅
ロ
ー
ン

の
返
済
負
担
を
大
き
く
軽
減
す
る
こ
と

が
可
能
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
平
成　
１５

年
３
月
末
ま
で
返
済
全
般
の
ご
相
談
も

お
受
け
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

�
住
宅
金
融
公
庫
北
関
東
支
店
住
情
報

相
談
課
（
�
０
２
７

－

２
３
２

－

６
６

５
６
）

問�

申�

問�

問�

　

経
済
産
業
省
で
は
、
製
造
業
を

営
む
事
業
所
を
対
象
と
し
て
、
そ

の
活
動
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
に
、　

月　

日
現
在
で

１２

３１

「
工
業
統
計
調
査
」
を
実
施
し
ま

す
。

　

調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共

団
体
の
行
政
施
策
の
重
要
な
基
礎

資
料
と
し
て
利
用
。
さ
ら
に
、
企

業
・
大
学
な
ど
で
の
研
究
資
料
、

小
・
中
・
高
校
の
教
材
な
ど
、
広

く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

月
中
旬
〜
平
成　

年
１
月
中

１２

１５

旬
に
か
け
て
調
査
員
が
各
事
業
所

に
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い

た
だ
い
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
秘

密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確

な
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
調
査
員
（
敬
称
略
。（　

）
内
は

調
査
担
当
地
区
）

○
石
橋　

�
助

　
（
中
之
島
第
一
〜
第
七
、
猫
興

野
、
真
弓
、
野
口
）

○
丸
山　
　

誠

　
（
藤
山
、
五
百
刈
、
粕
島
、
上

通
・
中
通
地
区
）

○
田
邉　

正
男

　
（
鶴
ヶ
曽
根
、
中
野
・
中
条
地

区
）

○
赤
坂　
　

孝

　
（
信
条
・
西
所
・
三
沼
地
区
）

製
造
事
業
所
の
み
な
さ
ん

〔
工
業
統
計
調
査
〕
に
ご
協
力
を

■問
 

企
画
課　
　
　

�　

－

2
0
1
1

６１

母子保健事業の日程（１２月・平成１５年１月分）

対　　　象受 付 時 間内　容月　日

平成１２年３月～５月生まれ
・９月～１１月生まれ、
平成１３年３月～５月生まれ

午後１時～１時３０分フ ッ 素 塗 布１２月１７日�

平成１５年１月～６月
分べん予定

午前９時～９時１５分母 親 学 級１２月１８日�

午前９時３０分～１１時３０分

母 子 手 帳 発 行

１２月２０日�
保育所入所前の乳幼児と
その保護者

育 児 サ ー ク ル
（クリスマス会）

平成１４年８月・９月生まれ午後１時３０分～２時４ カ 月 児 健 診
平成１５年
１月９日�

午前９時３０分～１１時３０分

母 子 手 帳 発 行
平成１５年
１月１７日� 保育所入所前の乳幼児と

その保護者
育 児 サ ー ク ル

平成１１年１２月・
平成１２年１月生まれ

午後１時～１時１５分３ 歳 児 健 診
平成１５年
１月２８日�

�町農村環境改善センター　�保健福祉課（�６１－２０１６）
※　母子手帳の発行は、このほかに保健福祉課の窓口で随時、受け付けています。

問�



広報なかのしま ２００２．１２月号 ��

■
調
理
師
法
に
よ
る
調
理
師
の
「
就
業

届
」
の
提
出
を

　

飲
食
店
や
給
食
施
設
な
ど
で
働
い
て

い
る
調
理
師
の
み
な
さ
ん
は
、
調
理
師

法
に
よ
り
２
年
に
１
回
、「
就
業
届
」

を
都
道
府
県
知
事
へ
提
出
す
る
こ
と
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
お
早
目
に

手
続
き
を
お
と
り
く
だ
さ
い
。

�
飲
食
店
営
業
、
魚
介
類
販
売
業
、
そ

う
ざ
い
製
造
業
、
寄
宿
舎
、
学
校
、
病

院
、
事
業
所
、
社
会
福
祉
施
設
、
介
護

老
人
保
健
施
設
、
矯
正
施
設
、
そ
の
他

給
食
施
設
で
働
く
調
理
師　

届
出
内
容

　

月　

日
現
在
の
就
業
状
況　

届
出
方

１２

３１

法　

平
成　

年
１
月　

日
�
ま
で
に

１５

１５

「
調
理
師
業
務
従
事
者
届
」
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
県
調
理
師
会
本
部
ま
た

は
各
支
部
へ
提
出　

�
�
県
調
理
師
会

（
�
０
２
５

－

２
２
８

－

６
７
８
６
）

■
県
勤
労
者
福
祉
厚
生
財
団
「
大
学
育

英
資
金
」
の
ご
利
用
を

　

県
勤
労
者
福
祉
厚
生
財
団
で
は
、
次

の
と
お
り
「
大
学
育
英
資
金
」
を
貸
与

し
て
い
ま
す
。

�
県
民
の
子
で
あ
っ
て
４
年
制
大
学
へ

進
学
ま
た
は
在
学
し
、
交
通
事
故
や
病

気
な
ど
で
親
を
亡
く
し
た
、
家
計
の
都

合
で
進
学
後
の
学
資
の
支
弁
が
困
難
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
方　

奨
学
金
額　

月
額
２
万
円
（
奨
学
生
一
人
最
高　

万
９６

円
）
返
還
方
法　

卒
業
ま
た
は
貸
与
の

終
了
し
た
翌
月
か
ら
８
年
以
内
（
年
間

返
還
額　

万
円
以
上
）　

利
息　

無
利

１２

息　

�
平
成　

年
１
月　

日
�
ま
で
に

１５

３１

問
い
合
わ
せ
先
へ
申
込　

�
県
勤
労
者

福
祉
厚
生
財
団
（
�
０
２
５

－

２
２
８

－

３
４
１
１
）

問�

申�

問�

 
情
報
コ
ー
ナ
ー

年末･年始の役場などの業務日程
（○：通常業務、△：一部開館、×：閉館）

平 成 １５ 年 １ 月１２　　　　　月期　　日

施設など ７�６�５�４�３�２�１�３１�３０�２９�２８�２７�２６�２５�２４�２３�２２�２１�２０�

○○×××××××××○○○○×××○役 場

○×○××××××××○○○○×○○○町民文化センター

○×○××××××××○○○○×○○○図 書 館

○○××××××××××○○○○○○○公 民 館

××××××××××××○○○×○○○北 体 育 館

○○×××××××××○○○○○○○○農 村 環 境 改 善
セ ン タ ー

○○×△※２××××××△※２○○○○△※２△※１○○サ ン パ ル コ
な か の し ま

○○×××××××××○×○○○○○○刈 谷 田 荘

×○×××××××××○○○×○○○○さ く ら の 家

○○×××××××××○○×○○○○○日 枝 の 里

○○××××××××××○○○×○○×児 童 館

○○×○×××○○×○○○○○○×○ＡＭ○し尿･ごみ処理場※３

○○×○ＡＭ×××○ＡＭ○×○ＡＭ○○○○○×○ＡＭ○最 終 処 分 場※４

（寺泊町）

※１　デイサービス事業、ヘルパー事業及び在宅介護支援センター事業のみ実施しません。
※２　デイサービス事業、ヘルパー事業及び在宅介護支援センター事業のみ実施します。
※３　ごみ処理場へのごみの直接持ち込みについては、○の日は午後４時３０分まで。○ＡＭの日は午前１１時３０分までにお願いしま
す。

※４　最終処分場へのごみの直接持ち込みについては、○の日は午後４時３０分まで。○ＡＭの日は午前１１時３０分までにお願いしま
す。

※５　ごみの搬入の際は、可燃ごみ･不燃性ごみの分別をキチンとしてください。また、スプレー缶は中身を使いきり、必ず穴を
開け、ガスを抜いてからお出しください。

※６　アルミ缶やスチール缶、古新聞などの資源ごみは、分別収集の際にお出しください。
※７　プロパンガスボンベや消火器などが不用になった場合は、販売業者などに引き取ってもらってください。
※８　役場では、閉庁している日でも「死亡･出産･婚姻」などの届け出については、受け付けています。
※９　し尿のくみ取りは、年末に申し込みが集中しますので、十分に余裕を持ってお申し込みください。混雑しますと回収しき
れない場合があります。さらに、降雪期には回収車が入れないことがあります。

��広報なかのしま ２００２．１２月号

■
栃
尾
市
の
空
き
家
・
宅
地
情
報
サ
イ

ト
「
住
も
っ
と
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｏ
」

　

栃
尾
市
で
は
、
次
の
と
お
り
市
内
の

空
き
家
や
宅
地
物
件
情
報
を
お
知
ら
せ

す
る
専
用
サ
イ
ト
「
住
も
っ
と
Ｔ
Ｏ
Ｃ

Ｈ
Ｉ
Ｏ
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

操
作
方
法　

栃
尾
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp

 
   

:  //w
w
w
.city

.toch
io.n
ii

   
 
 
     
     
    
  
‐

g
ata.jp

 
      

）
か
ら
リ
ン
ク
バ
ナ
ー
を
ク

リ
ッ
ク
す
る
と
「
住
も
っ
と
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｈ

Ｉ
Ｏ
」
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
が
表
示
。
そ

こ
か
ら
「
物
件
検
索
」「
栃
尾
っ
て
ど

こ
？
」「
近
隣
の
行
楽
」「
暮
ら
し
の
Ｑ

＆
Ａ
」
な
ど
の
ペ
ー
ジ
ヘ　

�
栃
尾
市

企
画
財
政
課
（
�　

－

２
１
５
１　

内

５２

線
３
３
２
）

問�

国
民
健
康
保
険
で
の

高
額
療
養
費
の
支
給

　

国
民
健
康
保
険
で
は
、
同
じ

方
が
同
じ
月
内
に
、
同
じ
医
療

機
関
で
上
表
の
限
度
額
を
超
え

て
一
部
負
担
金
を
支
払
っ
た
と

き
、
そ
の
超
え
た
分
が

支
給
さ
れ
ま
す
。
な
お
、

払
い
戻
し
を
受
け
る
と

き
は
、
町
民
課
窓
口
で

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
申
請
に
必
要
な
も
の

　

世
帯
主
の
口
座
番
号
、

　

印
鑑
、
国
民
健
康
保　

　

険
の
保
険
証
、
領
収　

　

書
国
民
年
金
の
保
険
料
は

全
額
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

　

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
社

会
保
険
料
控
除
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
さ
ら
に
、
控
除
額
に
上
限

の
あ
る
民
間
の
生
命
保

険
や
個
人
年
金
と
違
い
、

全
額
が
課
税
対
象
か
ら

控
除
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
本
人
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
家
族

分
と
し
て
納
め
た
保
険

料
も
対
象
と
な
り
ま
す

の
で
、
領
収
書
は
大
切

に
保
管
し
、
年
末
調
整

や
確
定
申
告
の
際
に
は
、
忘
れ

ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
万

が
一
、
領
収
書
を
紛
失
さ
れ
た

場
合
で
、
納
付
額
を
確
認
で
き

な
い
場
合
は
、
町
民
課
窓
口
に

あ
る
「
納
入
額
照
会
申
出
票
」

に
よ
り
お
申
し
出
を
（
回
答
に

は
数
日
か
か
り
ま
す
。）。

　

な
お
、
控
除
の
対
象
と
な
る

保
険
料
は
、
平
成　

年
１
月
〜

14

　

月
ま
で
に
納
め
た
も
の
で
す
。

12◆
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

○
毎
月
納
め
た
保
険
料

○
前
納
と
し
て
一
括
で
納
め
た

保
険
料

○
過
去
の
未
納
分
を
納
め
た
保

険
料

○
免
除
期
間
の
分
を
納
め
た
追

納
保
険
料

国保・年金
コーナー
相談窓口／町民課 �61－2014

患者負担限度額
４回目以降３回目まで

77,700円

139,800円
医療費が 699,000円を
超えたときは、超えた部
分の１％を加算

上 位
所得者※１

住 民 税
課税世帯

40,200円

72,300円
医療費が 361,500円を
超えたときは、超えた部
分の１％を加算

上 位
所 得 者
以外の方

24,600円35,400円住 民 税 非 課 税
世 帯 な ど

※１　「上位所得者」とは、基礎控除後の総所得額が 670万円
を超えている世帯及び所得の申告がない世帯の方です。

※２　10月１日から外来・入院を問わず、同じ月内のすべて
の自己負担金を合算して、世帯単位で自己負担限度額を適
用するようになりました。なお、同じ月内に 30,000円
（住民税非課税世帯などは 21,000円）以上の自己負担額
を２回以上支払った場合、それらを合算して限度額を超え
た分が支給されます。

　　　－そしてここから－アルカディア音楽祭ベートーヴェン第九演奏会
　　　●日時／１２月２２日�　午後２時開演
　　　●会場／見附市文化ホール　アルカディア
　　　●料金／全席自由　一般２，５００円（当日５００円

増）、小中学生１，５００円
　　　●内容／特別出演として日本を代表する豪華

なソリストを迎え、充実したオーケ
ストラと国内外で評価の高まる船橋
洋介氏の指揮による演奏。出演はソ
プラノ大橋ゆり、アルト伊原直子、
テノール馬場崇、バス高橋啓三、ヴ
ァイオリン井上静香、管弦楽ＰＶＭ
オーケストラ、合唱団アルカディア
混声合唱団・アルカディア少年少女
合唱団

　　　●連絡先／実行委員会事務局　�６３－３８３０
………………………………………………………
　　　とちおファミリースキー場オープン（予定）
　　　●月日／１２月２１日�
　　　●会場／とちおファミリースキー場
　　　●料金／１日券：一般２，０００円、小人１，５００円。

ナ イター 券：１，０００円、１１回 券：
１，０００円、スノーチュービング：１回
２００円、半日券：一般１，２００円、小人
１，０００円

　　　●連絡先／とちおファミリースキー場　�５３
－２３９０

越後のまん中、夢発信基地
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市

見

附

市

完成予定
年 月 日工事者名工事費工事名場　所

１５．３．２５㈱ 丸 月 組１，４７０
中通線道路改良
（第１次）工事

中之島

１５．３．２５㈱ 松 井 組８０９
（仮）中野中央
公園整備
（第２次）工事

中野西

１５．１．３１新興建設 ㈱１７２
枝３１０４号線外
その１
下水道工事

中之島

１５．１．３１㈱ 松 井 組１，１７６
枝３１０４号線外
その２
下水道工事

中之島

１５．２．５㈲ 中 條設備６８３
枝６０１０号線外
下水道工事

上 沼
新 田

１５．１．３１今泉設備 ㈱３１５
１号汚水幹線外
下水道（第２６次）
工事

中之島

１５．２．５㈱大原鉄工所４２８
枝６００１号線
マンホール
ポンプ施設工事

上 沼
新 田

１５．３．２５㈱ 石 � 組３，４５５
中之島大沼線
道路改良
（第１０次）工事

小 沼
新 田

１５．３．２５㈲中之島工業５８３
中之島大沼線
道路照明
（第５次）工事

小 沼
新 田

���������������������

万円
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冬
は
天
候
の
影
響
に
よ
り
、
血

液
が
不
足
し
ま
す
。
特
に
年
末
年

始
は
、
赤
血
球
が
と
て
も
不
足
し

て
し
ま
い
ま
す
。

　

献
血
は
、
満　

歳
〜　

歳
ま
で

１６

６４

の
方
が
実
施
で
き
、
満　

歳
〜　

６０

６４

歳
で
献
血
経
験
の
あ
る
方
は
、
満

　

歳
ま
で
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

６９ま
す
。

　

輸
血
用
の
献
血
は
、
現
在
の
技

術
で
は
人
工
的
に
作
れ
ま
せ
ん
。

　

み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
「
全
血
２
０

０
㍉
㍑
・
４
０
０
㍉
㍑
献
血
」
及

び
「
成
分
献
血
」
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

◆　
　
　

◆

◆
き
た
ま
ち
献
血
ル
ー
ム

○
受
付
時
間
／
年
中
無
休　

午
前

９
時　

分
〜
午
後
５
時
（　

月

３０

１２

　

日
、
１
月
１
日
は
除
く
）

３１
○
所
在
地
／
長
岡
市
喜
多
町
１
１

１
３

－

１
（
左
図
参
照
）

○
電
話
番
号
／
�
０
１
２
０

－

０

５
６

－

３
３
９

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
／

h
ttp

 
   

:  //w
w
w
.n
iig
ata.

   
 
 
  
   
    b

c.

 
  

jrc.or.jp

         

　

国
税
局
で
は
、
身
近
な
税
金
に

つ
い
て
の
ご
相
談
を
お
受
け
す
る

た
め
、「
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
」

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ

り
ご
質
問
へ
お
答
え
し
て
お
り
、

電
話
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
り
年
中
無
休
、　

時
２４

間
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

◆
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号
／
�

０
２
５－

２
２
３－

２
２
９
９

◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
／

h
ttp
://w
w
w
.tax
an
ser.n

 
   
    
 
 
    
  
     
‐

ta.g
o.jp

    
    

◆
利
用
の
し
か
た
／
タ
ッ
ク
ス
ア

ン
サ
ー
に
電
話
�
音
声
希
望　

（
ダ
イ
ヤ
ル
０
）・
フ
ァ
ッ
ク

ス
希
望
（
ダ
イ
ヤ
ル
１
）
を
押

す
（
回
す
）
�
タ
ッ
ク
ス
ア
ン

サ
ー
コ
ー
ド
を
押
す
（
回
す
）

�
音
声
回
答
・
回
答
文

◆
主
な
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
コ
ー

ド

○
コ
ー
ド
表
の
案
内
及
び
出
力
／

０
０
１
０‥

コ
ー
ド
表
の
出
力

（
フ
ァ
ッ
ク
ス
専
用
）、
１
０

０
０‥

主
要
コ
ー
ド
の
案
内　

（
音
声
専
用
）

○
夫
婦
と
税
金
／
１
８
０
０‥

パ

ー
ト
収
入
は
い
く
ら
ま
で
税
金

が
か
か
ら
な
い
か
、
１
８
１
０

‥

内
職
収
入
と
所
得
税

○
サ
ラ
リ
ー
ン
マ
ン
と
還
付
申
告

／
２
０
３
０‥

還
付
申
告
、
２

０
３
５‥

還
付
申
告
が
で
き
る

期
間
と
提
出
先 

な
ど

○
医
療
費
控
除
／
１
１
２
０‥

医

療
費
を
支
払
っ
た
と
き
、
１
１

２
２‥

医
療
費
控
除
の
対
象
と

な
る
医
療
費 

な
ど

○
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
／
１

２
１
０‥

マ
イ
ホ
ー
ム
の
取
得

と
所
得
税
の
特
例
、
１
２
１
３

‥

マ
イ
ホ
ー
ム
を
新
築
や
購
入

し
た
と
き
、
１
２
１
６‥

マ
イ

ホ
ー
ム
を
増
改
築
な
ど
し
た
と

き

献
血
に
行
こ
う
！

年
末
年
始
は

〔
き
た
ま
ち
献
血
ル
ー
ム
〕
へ

レ
ッ
ツ
・
ゴ
ー　
！！

●●きたまち献血ルーム●●

〔
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
〕
で
税
金
相
談

　

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　

関
東
信
越
国
税
局　

税
務
相
談
室

長
岡
分
室
（
�　

－

5
2
5
2
）
●

３３

★交通アクセス★
【バス】
長岡駅⑥番ターミナル発
三ツ郷屋バス停下車（5分）
【クルマ】
長岡駅から約１５分
長岡インターから約5分

国
道
8
号 三ツ郷屋

バス停
喜多町
バス停
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１
月　

日
は
「
１
１
０
番
の

10

日
」
で
す
。
緊
急
時
の
１
１
０
番

通
報
で
、
警
察
が
お
尋
ね
し
た
い

こ
と
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

■
１
１
０
番
通
報
五
つ
の
ポ
イ
ン

ト
①
何
が
あ
っ
た
か
？

　

交
通
事
故
、
泥
棒
、
ケ
ン
カ
な

ど
②
い
つ
、
ど
こ
で
、
目
標
は
？

　

発
生
時
刻
、
場
所
の
目
標
な
ど

③
事
件
・
事
故
の
内
容
は
？

　

ケ
ガ
人
や
事
件
・
事
故
の
様
子

な
ど

④
犯
人
は
？

　

人
相
、
服
装
、
人
数
、
逃
げ
た

方
向
、
手
段
な
ど

⑤
あ
な
た
の
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
は
？

　

こ
れ
ら
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
事
件

・
事
故
が
発
生
し
た
と
き
、
被
害

者
の
救
助
や
犯
人
の
早
期
検
挙
の

た
め
の
手
配
連
絡
を
速
く
、
確
実

に
す
る
た
め
に
お
尋
ね
し
て
い
ま

す
。

　

み
な
さ
ん
、
必
要
性
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、
積
極
的
に
質
問
に
お

答
え
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〔
け
い
さ
つ
相
談
電
話
〕
の

ご
利
用
を

　

県
警
察
で
は
、
緊
急
時
に
ご
利

用
い
た
だ
く
「
１
１
０
番
通
報
」

の
ほ
か
、
県
民
の
み
な
さ
ん
の
心

配
ご
と
な
ど
の
ご
相
談
を
、
次
の

電
話
番
号
で
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
問
題
解
決
の
ア
ド
バ

イ
ス
な
ど
に
努
め
て
い
ま
す
の
で
、

み
な
さ
ん
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

○
け
い
さ
つ
相
談
電
話
／
プ
ッ
シ　

ュ
式
専
用
番
号‥

�
＃
９
１
１

０
、
ダ
イ
ヤ
ル
式
電
話
番
号‥

�
０
２
５

－

２
８
３

－

９
１
１

０
）

広
報
ク
イ
ズ

？�

　

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５
名

の
方
に
、
図
書
券
（
５
０
０
円

分
）
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

《
先
月
号
の
正
解
》

　

３
名

《
先
月
号
の
当
選
者
（
敬
称
略
）》

浅
井　

浩
一
（
中
之
島
第
一
）、

上
野　

�
人
（
中
条
宮
村
）、
久

住　

充
功
（
西
野
）、
田
辺
千
枝

子
（
藤
山
）、
吉
田　

彩
夏
（
中
興

野
第
一
）

《
今
月
号
の
問
題
》

　
「
シ
リ
ー
ズ
市
町
村
合
併
⑧
」

で
ご
紹
介
し
た
報
告
書
は
、「
○

○
○
○
○
研
究
会
報
告
書
」
で
す
。

　

○
に
当
て
は
ま
る
言
葉
を
入
れ

て
く
だ
さ
い
。

《
応
募
方
法
》

　

ハ
ガ
キ
に
左
記
の
記
入
例
の
と

お
り
記
載
し
、　

月　

日
�
（
必

１２

２４

着
）
ま
で
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■記入例

中
之
島
町
大
字
中
之
島　
　
 
７８８

中
之
島
町
役
場
企
画
課　
 

広
報
ク
イ
ズ
係 
行　

□９ □５ □４ －□０ □１ □９ □２ クイズの答え

○○○○○研究会報告書

 住所

 氏名・年齢

 電話番号

町のことや広報につ

いてご意見・ご感想

をお聞かせください。

１
月　

日
は
〔
１
１
０
番
の
日
〕

10

　

●
問
い
合
わ
せ
先　

見
附
警
察
署

（
�
６
３

－

０
１
１
０
）
●


